
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3009 

令和５年度 工業科（電気系） 

 

教科 工業科(電気系) 科目 電子制御実習 単位数 ６単位 年次 
２年次 

(電子制御専科) 

使用教科書 電気実習Ⅱ（本校編集） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

制御：シーケンス制御では理論・技術の理解を進め、支援ソフトを用いてラダー図の作成をします。ラダー図が

基本となりますが、「電気がどのような順番で流れるのか」をよく考えながらラダー図を考えることが重要と

なります。制御方法はもちろんのこと、電気的なセンスを磨きましょう。この実習は３年生にも引き継がれ

ます。そこでは模擬信号や模擬エレベータの制御を行うかなり本格的なものとなるので、その基本となる

ものをしっかりと学習しておき、その学習効果（相互理解）を高めるよう頑張りましょう。 

造形：３Ｄ造形に関する基礎的な知識と技術を習得するなかで、３ＤＣＡＤの扱いや３Ｄプリンタのこ

とを学び、そしてその基礎製図等の授業で展開された技術を実習でさらに理解できるようにしま

す。試作や簡易部品を作成する際に、確実に身に付けるべき学習内容です。意欲的に授業に取り

組みましょう。実習中だけでなく家庭や放課後等に自主的に取り組んだ学習で、３Ｄデータの作

成や造形の製造に取り組み、積極的にいろいろ挑戦しましょう。 

情報：コンピュータを利用したプログラミングの基礎について学習します。プログラムを作成し実行させる中で

それぞれの課題についての解決法を学習します。 

計測：電気計測実習は、全ての電気系実習の基礎となるもので，非常に基本的な実習です。特に「電気基礎」

の授業内容とリンクしながら生徒の理解状況を把握し、進度に拘らず生徒自らが実践し、グループとして

の協力体制を築きながら実習を展開する必要があります。また、実験結果からの考察力、適正なデータ

の整理能力などを身につけ、レポートなどによる発表ができるよう取り組みます。 

電子：電子回路に関する基礎的な知識と技術を習得するなかで、半導体等電子部品の扱いや測定結果を読

み取ることを学び、そしてその授業で展開された学習を電子実習でさらに理解できるようにします。技術

者をめざすために、確実に身に付けるべき学習内容です。意欲的に授業に取り組みましょう。実習中だ

けでなく家庭や放課後等に自主的に取り組んだ学習で、積極的にいろいろ挑戦しましょう。 

機器：電気機器実習は、電動機、発電機、変圧器を使用し、「電気基礎」「電気機器」の授業内容と実習をリン

クさせながら生徒の理解状況を把握する。また、進度に拘らず生徒自らが実践しグループとしての協力

体制を築きながら実習を展開する必要がある。また、実験結果からの考察力、適正なデータの整理能力

などを身に付け、レポートなどによる発表ができるよう取り組ませる。 

工作：電子鍵盤の製作をテーマとする。この電子鍵盤を製作するなかで、電子工作の基本である電子素子の

役割を理解し、使用されている各回路の役割を理解できるようにする。また、基板加工機などの工作機

械の使用方法や電子工作では欠かせないはんだ付けの原理や技術を習得し、独自に回路設計できる

ようになる一助とする。 

応用：応用実習では、様々な分野にわたる実習をおこないます。座学で学んだ知識が、実際に成り立っている

かどうかを、実習を通して確認していきます。毎回おこなう項目について、予習をおこない、理論通りに

実際の現象が現れているか、注意深く観察することが大切です。また、実習中では見えてこない事柄

を、データを整理していくことにより明確になっていく過程を学ぶことが出来ます。実習を繰り返すうち

に、物事の見方、分析能力が培われていき、将来の電気技術者として仕事をしていく上で必要な能力が

養われていきます。しっかり取り組んでいきましょう。 

工事：第二種電気工事士試験合格程度の低圧屋内配線工事に必要な知識・技能を身につけ、法規・工事図

面を理解できるようにする。各種電気機器の使用方法および運転方法を体得する。さらに各種電気機

器に関すると知識と技術を習得することにより、電気技術という観点から広い視野に立って物事を科学

的に判断できる能力と態度を育てる。 
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２ 学習の到達目標 

１年次の座学や実習で学習した内容や２年次で学習する座学の内容を実習で実践し、その経験を積む

ことにより、あらゆる分野の電気に興味・関心や学ぶ意欲をもち、自ら学ぶ姿勢を身に着けるよう取

り組み、あらゆる分野の技術・技能の習得をめざす。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

電気に関する基礎的・基本

的な知識と技術を身につ

け、その知識と技術を適切

に活用する能力を身につけ

ている。 

電気に関する基礎的・基本的

な知識と技術をもとに、電気

に関する諸課題の解決をめ

ざして自ら思考を深め、技術

者として活用法を適切に判

断し、創意工夫する能力や表

現する能力を身に付けてい

る。 

電気に関する諸課題につい

て関心を持ち、その改善や向

上をめざして主体的に取り

組む態度を身に付けている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 



 

※令和４年度以降入学生用 

通
年 

制
御 

●有接点シーケンス制御 

・シーケンス制御の基本 

・メーク接点とブレーク接

点 

・電磁リレー 

・論理回路 

自己保持回路 

・インターロック回路 

●ＰＬＣの基本 

・PLCの原理と使用法 

・自己保持回路 

・復帰優先自己保持回

路 

・動作優先自己保持回

路 

・インターロック回路 

・タイマ回路 

・カウンタ回路 

a:実習機器の構成を理解して、回

路の結線やプログラムが確実に

できるか。 

b: 与えられた制御系について、

自らの力で結線やプログラムを

して、実際に動作させられるか。  

c: 説明をよく聞き、自らの手で

結線やプログラムができるか。ま

た、班員と協力して作業できる

か。 

・原理説

明の理解

度 

・実習技

能 

・報告書

の内容 

・実習技

能 

・報告書

の内容 

・実習態

度 

・報告書

の内容 

・準備・片

付け・安

全配慮 

造
形 

●３D Builder の基本機能 

●３D Builder の使い方① 

  ・ネームプレートの作成 

●３D Builder の使い方② 

  ・ブックエンドの作成 

●３D Builder の基本機能 

●３D Builder の使い方 

  ・ボリュームの作成 

●FreeCADの基本機能 

●FreeCADの使い方 

  ・ボリュームの作成 

●FreeCADの応用機能 

●FreeCADの使い方 

 ・歯車の作成 

●３Ｄプリンタの種類と特徴 

●スライサーソフトの使い方 

・Ｇコードの作成 

●３Ｄプリンタへの出力 

・制御ソフトの使い方 

a:3D Builder や FreeCAD の操作

方法、基本的な作成手順などの知

識と技能 

b:3DCADの特徴と用途を理解し、

作成時にどのソフトを使うかを

判断し、どのようなものを作りた

いか考える 

c:正確かつ早く丁寧な作業がで

きている。 

実習を通して新たな発見と工夫

が身についたか 

・作品作

成 

 

・授業観

察 

・授業観

察 

 

・報告書 

の内容 

 

・授業観

察 

 

・報告書 

の内容 
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情
報 

●Pythonについて 

●編集プログラムの起動・終

了 

●ソースプログラム編集 

●プログラムの実行 

●実行結果の印刷 

●データの型 

●四則演算 

・代入の省略記法 

●データの入出力 

●基本構造 

●分岐条件と論理演算 

●for文 

●while文 

●課題演習 

a:基礎的なプログラムを実際に 

活用できる。課題を達成するため

に適切で速く丁寧な作業ができ

る。 

b: 基本的なプログラムの特徴と

機能を理解し課題に応じたソー

スコードが記述できる。 

c: Pythonで用いられる基本的な

プログラム構造、流れに関心をも

ち、積極的に取り組む態度を身に

付けている。 

・報告書 

の内容 

・実習に

取 り 組 

む態度 

 

・報告書 

の内容 

 

・実習に

取 り 組 

む態度 

 

・報告書 

の内容 

 

計
測 

●電流計・電圧計の取扱い

方法 

●オームの法則の実験 

●抵抗の直並列回路の実験 

●オシロスコープによる波形

測定 

●オシロスコープによる位相

差の測定 

●最大電力供給条件に関す

る実験 

●単相交流電力の測定 

a: 各回路についての知識を理解

ている。扱う機器の役割と、安全な

取り扱い、測定方法を理解している

か。 

b: 実験手順を理解し的確な作業

をする。実験結果を的確にまとめ

ることができる。 

c:各実験回路の目的に関心をも

ち、意欲的に取り組む態度を身に

付けている。 

・報告書

の内容 

・実習に 

取り組 

 む態度 

 

・演習課

題の内容 

・実習に 

取り組 

 む態度 

 

・報告書 

 の内容 

電
子 

●ダイオードの特性 

●トランジスタの静特性① 

  ・入力特性 

  ・電流伝達特性 

●トランジスタの静特性② 

  ・出力特性 

  ・電流伝達特性 

●電流帰還バイアス回路 

●電界効果トランジスタ増幅

回路の特性 

●電圧増幅回路の入出力特

性 

●電圧増幅回路の周波数特

性 

a:各電子回路についての知識と

技術について、理解している。電

子回路を具体的に取り上げ、動作

や制御の仕組みについて理解し

活用できる 

b: 各電子回路の動作について理

解し、各種制御の仕組みが検討で

きる。 

c: 主体的に各電子回路の動作原

理、機能や役割に関心をもって、

意欲的に取り組む態度を身に付

けている。 

・実習技

能 

・報告書

の内容 

・実習技

能 

・報告書

の内容 

・実習態

度 

・報告書

の内容 

・準備・片

付け・安

全配慮 
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機
器 

●単相変圧器 

 ・極性試験 

 ・無負荷試験 

●直流電動機 

 ・分巻電動機の始動方法 

 ・界磁制御法・電圧制御法

による速度制御 

●直流発電機 

 ・直流他励発電機の始動方

法 

 ・無負荷試験 

 ・電機子反作用 

●直流電動機と直流発電機 

●電気動力計による電動機

の効率測定 

a: 扱う機器の役割と、安全な取り

扱い、測定方法を理解しているか。 

b: 各測定器具の取扱いが正しく理

解され、適性に使用できているか。 

c:班行動に積極的な参加をし、回

路の配線などに取り組んでいるか。 

機器扱い 

結線 

測定 

レポート 

機 器 扱

い 

安 全 作

業 

役 割 分

担 

記録 

レポート 

機器操作 

協力作業 

役割分担 

レポート 

工
作 

●基板加工機の学習 

 ・基板の作成 

●工作機械の学習 

・帯のこ盤 

・ボール盤 

●各素子の学習 

 ・抵抗器、コンデンサなど 

●はんだ付けの学習 

●はんだ付け作業 

●各回路の学習 

●音階の学習 

●マルチメータによる周波数

測定 

●オシロスコープによる特性

試験 

a:各工作機械や電子素子につい

ての知識を身に付け、必要に応じ

て使用できる。 

b: 各回路の動作について理解

し、はんだ付けの仕組みを理解し

て、はんだ付けができる。 

c: 主体的に知識を身に付け、技

術向上に意欲的に取り組む態度

を身に付けている。 

 

・実習技

能 

・作品製

作 

・報告書

の内容 

・実習技

能 

・作品製

作 

・報告書

の内容 

 

・実習態

度 

・報告書

の内容 

・準備・片

付け・安

全配慮 

 

応
用 

●交流ブリッジによるＬＣＲの

測定 

●ＣＲ回路の電圧と位相の 

関係 

●ＲＬＣ直列共振回路の特性

試験  

●ディジタルＩＣによる基本論

理回路Ⅰ 

●ディジタルＩＣによる基本論

理 

a: 各回路についての知識を理解

している。測定方法や計器の読み

方や機器の取り扱い方が確実に

できる。 

b: 実験手順を理解し的確な作業

をする。実験結果を的確にまとめ

ることができる。 

c:各実験回路の目的に関心をも

ち、意欲的に取り組む態度を身に

付けている。 

・実習技

能 

・報告書

の内容 

・実習技

能 

・報告書

の内容 

・実習態

度 

・報告書

の内容 

・準備・片

付け・安

全配慮 
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工
事 

●単線図から複線図へ 

●ケーブルの加工の作業 

●電線接続の作業 

●露出形器具の作業 

●埋込器具の作業 

●代用端子の作業 

●配線用遮断器の作業 

●アウトレットボックスの作業 

a: 電気工事に関する知識を理解

し、安全に配慮して、作業が行え

る。 

b: 電気工事を安全に行い、欠陥

などを出さないよう丁寧に作業

できる。 

c: 主体的に知識を身に付け、技

術向上に意欲的に取り組む態度

を身に付けている。 

・実習技

能 

・報告書

の内容 

・確認テ

スト 

・実習技

能 

・報告書

の内容 

・確認テ

スト 

・実習態

度 

・報告書

の内容 

・準備・片

付け・安

全配慮 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


